
⾎液検査

腫瘍マーカーは、がん(悪性腫瘍)の種類によって特徴的に作られるたんぱく質などの物質です。腫瘍マー
カーの結果が⾼値であるからといって、がんの有無やがんがどの場所にあるかは判断できません。また、
必ずしも、がんで⾼くなるわけではなく、がん以外の病気でも⾼値となる場合があります。あくまでがん
の診断のひとつの判断材料で、Ｘ線検査、超⾳波検査、細胞診など他の検査と合わせて総合的に診断され
ます。精密検査のご案内があった場合は、病院を受診してください。

前⽴腺がんの腫瘍マーカーとして⽤いられます。
前⽴腺肥⼤や前⽴腺炎などでも⾼値となる場合があります。
【基準値︓4.000以下】

消化器系を中⼼とした広範ながんの腫瘍マーカーとして⽤いられます。
⼤腸がん、胃がん、肺がん、膵臓がんなどで⾼値となることがあります。その
他、肝硬変、慢性肝炎、喫煙等で⾼値となる場合があります。
【基準値︓5.0以下】

主に肝細胞がんの腫瘍マーカーとして⽤いられます。
その他、肝硬変、肝炎、先天性胆道閉鎖症、妊娠後期でも⾼値となる場合があ
ります。
【基準値︓10.0以下】

主に肝細胞がんの腫瘍マーカーとして⽤いられます。
慢性肝炎、肝硬変で⾼値となることがあります。また、ワーファリンを内服さ
れている⽅でも⾼値となる場合があります。
【基準値︓40未満】

消化器系の腫瘍マーカーとして⽤いられます。
特に、膵臓がん、胆道がんで⾼値となります。胃がん、⼤腸がん、肝臓がんな
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どでも⾼値となることがあります。
【基準値︓37.0以下】
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主に卵巣がんの腫瘍マーカーとして⽤いられます。
⼦宮体がん、膵臓がん、肝細胞がん、乳がん、胃がん、肺がん、良性の婦⼈科
疾患でも⾼値となることがあります。
【基準値︓35.0以下】

主に肺がん（扁平上⽪がん、腺がん）の腫瘍マーカーとして⽤いられます。⼦
宮頸がん、⾷道がんで⾼値となることがあります。
【基準値︓3.5以下】

肺がんで⾼値となることがあります。
 その他、腎不全、胸膜炎、間質性肺炎でも⾼値となる場合があります。

【基準値︓81.0未満】

膵臓がんの腫瘍マーカーとして⽤いられます。
 膵臓がんだけでなく、急性・慢性膵炎でも⾼値となることがあります。

【基準値︓300以下】
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